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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■時価総額が大きい株が買われる展開に 

 先週の日経平均は週間で 2199.69 円高(＋6.59％)の

35577.11 円と大幅高。連休明け9 日の東京市場は、米国株式

市場でナスダック総合指数やフィラデルフィア半導体株指数

（SOX指数）が強い動きを見せたことから、買い優勢で取引を

開始。日経平均は取引時間中の昨年来高値（33853.46 円）を

突破した。その後、半導体株だけではなく、TOPIX コア 30 銘

柄などの時価総額が大きい銘柄をはじめ幅広い銘柄に買いが

入ったことから、日経平均は連日でバブル後の高値を更新。為

替市場でも円安ドル高傾向が続いたことで、輸出関連銘柄も買

われた。11 日が 1 月限日経平均先物ミニ・オプションの取引

最終日であったことから特別清算指数（SQ 値）に絡んだ思惑

なども影響したもよう。TOPIX も一段高の展開となった。12

日は好決算を材料にファーストリテ<9983>が急伸したことか

ら、日経平均は寄り付き直後に35800円台まで上昇。さすがに

短期的な過熱感などが意識されて、その後は上げ幅を縮小した

が、プライム市場の時価総額が大きい銘柄を中心とした強い地

合いは継続した。なお、週末に算出された SQ 値は一度も 12

日の取引時間中に付けることができなかったため「幻のSQ値」

となった。 

 

■15 日には東証が「PBR 改革」対応リストを開示 

 昨年、日経平均のけん引役だった東エレク<8035>、アドバン

テスト<6857>など半導体株はしっかりだが、相対的には伸び悩

んでいる。また、年末にかけて上場来高値を更新するなど強い

動きが目立っていた海運株も足元一服。先週は、ソニーグルー

プ<6758>、HOYA<7741>、SMC<6273>、キーエンス<6861>など

TOPIX コア 30 銘柄の上げが目立った。一方、個人投資家の少

額投資非課税制度（NISA）資金が流入しやすいと見られている

トヨタ自<7203>や三菱UFJ<8306>などは週末に反落した。時価

総額が大きく投資単位が 100 万円を超える銘柄が買われたこ

とから、足元の日本株を押し上げている投資主体は海外投資家

と推測する。 

先週末の米国株式市場はまちまち。ダウ平均は前日比

118.04ドル安（－0.31％）の37592.98ドル、ナスダックは2.58

ポイント高（＋0.02％）の14972.76ポイント、S&P500は3.59

ポイント高（＋0.08％）の4783.83ポイントで取引を終了した。

12 日の大証ナイト・セッションの日経225 先物は、日中取引

終値比70円安の35540円。週明けの東京市場は横ばいでスタ

ートする公算が大きい。今週のポイントは、時価総額が大きい

銘柄への資金流入が続くかどうかである。週末、バブル後の高

値圏の36000円手前で長い上影（上ヒゲ）を残したことから、

テクニカル的には買い一服となりやすい状況にある。また、「幻

のSQ値」が示現したことも投資家心理にはマイナスとなろう。

一方、東京証券取引所が主導するコーポレートガバナンス改革

の一環として、週明けの15日に「資本コストや株価を意識し

た経営の実現」に対応した企業の一覧表を東証が開示する。こ

の開示は毎月更新されることから、「バブル後の高値を更新す

る日本株を持たざるリスク」を意識した海外投資家の投資マネ

ー流入継続は期待されるところだ。 

 

■CPI の結果に注目 

 国内では今週、19 日に 12 月消費者物価指数（CPI）の発表

を控えている。市場予想は前年比2.6％上昇と11月の同2.8％

上昇より鈍化する見通しだ。生鮮食品除くコアの市場予想も同

2.3％上昇と11月の同2.5％上昇を下回っている。既に1月末

に開催される日本銀行の金融政策決定会合（日銀会合）での「金

融政策の正常化」への思惑は後退していることから、市場予想

通りの鈍化が確認された場合、為替市場および株式市場への影

響は限定的だろう。一方、3月の春闘の結果後に、4月の日銀

会合で「金融政策の正常化」に踏み出すとの思惑は根強く残っ

ている。仮に19日の12月CPIが市場予想を上回る強い数字に

なった際、「金融政策の正常化」思惑が高まることで、為替市

場では円高が進行し、足元の株高のはしごが外される可能性は

あろう。もっとも、東証によるコーポレートガバナンス改革を

期待した海外投資家の買いが根底にあると考えていることか

ら、TOPIX コア 30 銘柄や日経平均などの強いトレンドが転換

するほど売り込まれる想定はしていない。ただ、足元の日本株

買いの背景には「金融政策の正常化」の後ろ倒しの思惑が存在

することから、週末の12月CPIの結果は注目したいところだ。

 

■中国10-12 月期GDP などが予定 

 今週、国内では、16 日に 12 月国内企業物価指数、18 日に

11月機械受注、11月鉱工業生産（確報値）、19日に12月消費

者物価指数などが予定されている。海外では、15 日に欧・11

月鉱工業生産指数、16 日に英・12 月雇用統計、米・1 月ニュ

ーヨーク連銀製造業景気指数、17日に中・10-12月期GDP、中・

12月小売売上高／鉱工業生産指数、英・12月消費者物価指数、

米・12 月小売売上高／鉱工業生産指数、18 日に米・1 月フィ

ラデルフィア連銀製造業景況指数などが予定されている。 

 

バブル後高値更新だが「幻の SQ 値」が示現、TOPIXコア30銘柄への資金流入継続
なるか 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

円 

ウェルスナビ<7342> 

GENDA<9166> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■海外投資家の資金がプライム市場の出遅れ株へ向かうか 

 

今週の新興市場はもみ合いか。海外投資家と思われる買い

はTOPIXコア30銘柄など時価総額10兆円前後の大型株に向か

っており、東証グロース市場は物色の蚊帳の外となってい

る。先週末の日経平均は「幻のSQ値」および36000円手前で

上影（上ヒゲ）を残したことから、短期的な過熱感が意識さ

れて売りに押される可能性がある。利益確定売り後の資金

は、プライム市場の出遅れ銘柄に回る可能性はあるが、アナ

リストレポートなどが少なく国際的に知名度が低い新興市

場に海外投資家の投資資金が向かう展開は想定しにくい。引

き続き、決算関連銘柄の値幅取りなど短期資金の流出入中心

で、東証グロース市場指数、東証グロース市場250指数とも

に方向感は乏しくなろう。両指数ともに昨年11月の戻り高値

水準を上回らない限り、主力株を中心に出来高を伴う株価上

昇は難しい。TOPIXコア30銘柄に関心が向かっている状況下、

新興市場は静かな相場展開となりそうだ。 

 

■今後「企業統治」に絡んだ思惑に期待感 

 

昨年12月18日に東京証券取引所は、「グロース市場の機能

発揮に向けた今後の対応について」を公表した。市場の反応

は限定的だったが、1月15日、東証が主導するコーポレート

ガバナンス改革の一環として「資本コストや株価を意識した

経営の実現」に対応した企業の一覧表を東証が開示すること

で、今後、「企業統治」に絡んだ思惑が東証グロース市場に

向かうかもしれない。海外の機関投資家も対象としたIR活動

や、アナリストによるカバレッジなど東証グロース市場の企

業統治の観点で対応するべき項目は多々ある。仮に物色が入

った場合、GENDA<9166>、ウェルスナビ<7342>、ispace<9348>

など東証グロース市場Core指数20の採用銘柄など主力どこ

ろに資金が向かうと考える。可能性は非常に低いものの、「企

業統治」への期待感はもっておきたい。 

売買代金増加には昨年 11 月高値水準のクリアが必要か 
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■先週の動き 

週初は、携帯端末アップルや半導体エヌビディアの上昇に

加えて、長期金利の低下でハイテクが強く相場を主導し、上

昇で始まった。週半ば、週後半に控えているインフレ指標や

銀行決算の発表を控え調整が続いたが、ハイテクの買いが下

値を支え続伸。週後半、12 月消費者物価指数（CPI）が予想

を上回り長期金利上昇を警戒し一時下落も、連邦準備制度理

事会（FRB）の次の行動が利下げになるとの見方に変わりは

なく、長期金利が低下に転じると相場も再び買い戻された。

週末にかけて発表された12月生産者物価指数（PPI）が予想

を下回り早期利下げ期待が再燃。結局、主要株式指数は週を

通じ、上昇となった。 

携帯端末のアップルは、仮想現実（VR）と拡張現実（AR）

を融合させたゴーグル型デバイス「ビジョン・プロ」を2月

に発売すると発表し上昇。半導体のエヌビディアは、生成AI

（人工知能）の処理を最大7割高速化するPC 用半導体を開

発したとの報道で買われた。航空機メーカーのボーイング

は、連邦航空局（FAA）が機体の一部落下事故を受け、安全

性確認のため737 MAX-9型機の運航停止を発表したことを嫌

気し大幅安。動画配信のネットフリックスは、世界の広告付

きサービスの月間アクティブユーザー数が引き続き増加し

ていることが好感され上昇。オンライン小売のアマゾンは業

績向上を目指し、コンピューターゲームに特化したライブ配

信サービスを提供するツィッチ、プライムビデオ、MGM 部門

での従業員削減計画が報じられ上昇。投資会社のブラックロ

ックは、証券取引委員会（SEC）が同社のビットコインの現

物ETF申請を承認し上昇。電気自動車メーカーのテスラは、

中国での値下げや紅海混乱を受けた部品不足によるドイツ

工場での生産停止、レンタカー会社のハーツによる電気自動

車売却が嫌気され下落した。 

 

■今週の見通し 

 今週は引き続き金融決算に注目だ。さらに、年末年始の消

費動向を確認する上で鍵を握る指標となる 12 月小売売上高

にも注目したい。また、FRBは17日に地区連銀経済報告（ベ

ージュブック）を公表する。この結果は次回1月末に開催す

る連邦公開市場委員会（FOMC）での金融政策決定において、

参考材料となるため注目だ。雇用状況や物価、消費動向、景

気を巡る言及に特に焦点をあてたい。FRB はこの会合で、政

策金利を据え置く見込み。 

今週末には再び議会は歳出を巡る交渉期限に直面、政府機

関閉鎖懸念がくすぶり上値を抑制するだろう。下院共和党の

ジョンソン議長はすでに民主党シューマー上院院内総務と

先週まとめた超党派合意を引き続き支持する姿勢だが、依然

見解にずれが見られることや共和党内部で超保守強硬派が

この合意に反対し議長解任に向けた動きも示唆しており、政

府機関閉鎖のリスクには警戒だ。スイス、ダボスでは世界経

済フォーラムが15日から19日まで開催予定。各国首脳や各

国中銀関係者、企業の幹部などが出席予定で、経済や金融政

策を巡る発言に注目だ。さらに、大統領選挙を11月に控え、

15 日に大統領選の共和党候補指名争い初戦となる党員集会

がアイオワ州で開催される。依然トランプ氏が優勢と見られ

ているが、前国連大使のヘイリー氏がバイデン大統領を支持

しない一部民主党員の支持を得ているほか、保守派の重鎮な

どの支持を獲得し、その差を縮めており、動向に注目だ。 

先週発表された12 月 CPI は予想を上回る伸びとなり、イ

ンフレ改善基調が停滞した可能性も示唆された。しかし、12

月PPIは予想を下回る伸びに留まり市場の利下げ予想を後押

しする結果になった。市場は3月の利下げ開始を9割近く織

り込んでおり、引き続き株式相場の支援材料になるだろう。

NY連銀のウィリアムズ総裁は緩和にはインフレが2％目標に

向けて改善する確信を持つ必要があると主張しており、さら

なるデータで判断していくことになりそうだ。 

12 月小売売上高は前月比で0.4％増と11 月から伸びが拡

大する見込み。ただ、国内総生産（GDP）の算出に用いられ

る自動車／建材／給油／食品を除いたコア指数は伸びが鈍

化する見通し。予想通り消費の抑制が確認されると、需要鈍

化懸念が主に小売、ハイテクにも重しとなる可能性がありそ

うだ。同時に利下げ期待が強まると、下値も限定的になるだ

ろう。 

経済指標では、1 月ニューヨーク連銀製造業景気指数（16

日）、12 月小売売上高・輸入物価指数・鉱工業生産指数、1

月NAHB 住宅市場指数（17 日）、12 月住宅着工・建設許可件

数、週次新規失業保険申請件数（18 日）、1 月ミシガン大学

消費者信頼感指数、12月中古住宅販売件数（19日）、などが

予定されている。また、FRBは17日にベージュブックを公表

する。 

主要企業決算では、金融のゴールドマンサックスやモルガ

ンスタンレー（16 日）、クレジットカード会社のディスカバ

ー・ファイナンシャル・サービシズ、金融サービスのチャー

ルズ・シュワブ（17日）などが予定されている。昨年危機に

直面した地銀の決算では預金状況に注目だ。また、ゴールド

マンサックスは 2024 年の業績で強気見通しを示すと期待さ

れている。 

 

小売売上高や金融決算に注目/米国株式相場 今週の見通し 
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米ドル・円 予想レンジ 143.00 円 ～ 147.00 円 

債券先物予想レンジ 147.00 円 ～ 147.60 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.585 ％ ～ 0.615 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週のドル・円は下げ渋りか。1月11日に発表された米12月消

費者物価指数（CPI）は前年比で総合が＋3.4％、コア指数は＋3.9％

と市場予想を上回った。ボウマン FRB 理事は「インフレの低下が

停滞した場合には引き続き利上げの用意がある」と発言。金融引

き締めを緩める方針は示されず、今後の連邦公開市場委員会

（FOMC）での政策決定に思惑が広がりやすい。ただ、今後発表さ

れる米経済指標がさえない内容だった場合、景気減速懸念でリス

ク選好的なドル買い・円売りは縮小するとみられる。 

 

また、日本銀行金融政策決定会合を今月下旬に控え、現行の大

規模緩和政策を堅持するとの思惑が広がりやすい。日銀の金融緩

和策修正への期待は低下しており、本格化する米決算発表で企業

業績の改善が示された場合、米国株高を意識して英ポンド、豪ド

ルなどに対するリスク選好的な円売りが増える可能性があること

もドル・円相場を下支えするとみられる。 

 

 

 

【米・12月小売売上高】（17日発表予定） 

 17 日発表の米 12 月小売売上高は前月比＋0.4％と、前回の＋

0.3％を上回る見通し。個人消費の弱さが警戒されるなか、同指標

が低調なら金利安・ドル安の手がかりに。 

 

【米・12月住宅着工件数】（18日発表予定） 

18日発表の12月住宅着工件数は11月実績を下回る見込み。金

利上昇の影響は消えていないため、市場予想と一致、または上回

った場合はドル売り材料にならないとみられる。 

■今週の見通し 

今週（1 月 15 日-19 日）の債券市場では長期金利は伸び悩む可

能性がある。日本銀行の早期のマイナス金利解除観測が後退し、

投資家の債券に対する需要が強いことが背景にある。残存期間 10

年超25年以下の月間買い入れオペ減額や、10年債と30年債の入

札不調にもかかわらず、長期債などの気配は下げ渋ってる。1 月

19日の25年超のオペで月間買い入れ額が削減されることになって

も長期債利回りは目立った反応を見せない可能性がある。 

 

債券先物3 月限は主に147 円台で推移か。欧米長期金利は伸び

悩む可能性がある一方、2024 年度における日本のインフレ見通し

は下方修正されるとの見方が出ている。為替相場に大きな動きが

ない場合、債券先物は147円近辺で下げ渋る可能性が高い。 

■先週の動き 

先週（1月9日-12日）の長期債利回りは低下。10日に行われた

10 年国債入札はやや低調な結果となったが、日本銀行の早期政策

修正観測が後退していることで長期債の買いは縮小しなかった。

年金基金など最終投資家の資金が流入しているとの見方もあっ

た。12日の取引では中長期債相場が上昇。日本銀行が2024年度物

価見通しを下方修正する公算が大きいとの報道で金融政策の修正

観測が後退し、2年債や5年債の買いが優勢になった。2年債利回

りは約5カ月ぶりに0％近辺まで低下した。 

 

10 年債利回りは 0.613％近辺で取引を開始し、10 日の取引で

0.564％近辺まで低下したが、11 日に 0.628％近辺まで反発し、

0.607％近辺でこの週の取引を終えた。 

 

債券先物3月限は強含み。146円83銭で取引を開始し、じり高

となり、12 日の取引で147 円 57 銭まで一段高となり、147 円 39

銭でこの週の取引を終えた。 

 

 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

3778 さくらインターネット 2,745.0 29.42 2379 ディップ 2,535.0 -20.16  その他製品 9.07

5269 日本コンクリート工業 426.0 22.77 2918 わらべや日洋ホールディングス 3,075.0 -10.09  精密機器 7.43

7888 三光合成 616.0 22.71 3179 シュッピン 1,041.0 -9.79  電気機器 6.58

7818 トランザクション 2,564.0 20.55 9216 ビーウィズ 1,920.0 -9.22  機械 6.40

2760 東京エレクトロン　デバイス 6,060.0 20.24 4763 クリーク・アンド・リバー社 2,007.0 -9.19  卸売業 5.42

6289 技研製作所 2,213.0 17.34 6269 三井海洋開発 2,121.0 -8.97  情報・通信業 5.08

3922 ＰＲ　ＴＩＭＥＳ 2,113.0 16.23 3186 ネクステージ 2,338.0 -8.96  医薬品 5.00

6961 エンプラス 13,180.0 16.12 2337 いちご 314.0 -8.45 下位セクター 騰落率（%）

7085 カーブスホールディングス 748.0 14.90 7003 三井Ｅ＆Ｓ 704.0 -8.33  海運業 -1.14

5932 三協立山 917.0 14.48 3649 ファインデックス 920.0 -8.00  鉄鋼 -1.01

3132 マクニカホールディングス 8,105.0 13.80 7972 イトーキ 1,317.0 -7.77  銀行業 0.01

9697 カプコン 5,462.0 13.72 8098 稲畑産業 3,010.0 -7.53  パルプ・紙 0.80

2767 円谷フィールズホールディングス 1,581.0 13.33 7383 ネットプロテクションズホールディングス 192.0 -7.25  空運業 1.09

9749 富士ソフト 6,810.0 13.12 3937 Ｕｂｉｃｏｍホールディングス 1,542.0 -7.22  石油・石炭製品 1.26

2432 ディー・エヌ・エー 1,565.0 13.00 4668 明光ネットワークジャパン 730.0 -6.17  倉庫・運輸関連業 1.30

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 

今週のポイント 

先週の日経平均は連日での大幅高、4 営業日での上昇幅は

約 2200 円となっている。米ハイテク株高を映して連休明けから

バブル後高値を更新し、その後も為替市場での円安基調などを

背景に上値追いの動きが強まった。主力大型株が幅広く買われ

たことで、海外投資家の日本株買いの動きが活発化している様

子も窺えるところ。業種別では、電気機器や機械、卸売などの景

気敏感株が上昇、情報・通信などグロース株も強い動きに。一

方、海運、鉄鋼、銀行などバリュー株は相対的に伸び悩んだ。 

個別では、ファーストリテイリングが週末に急伸。第 1 四半期

好決算が評価材料となった。決算関連では、ダイセキ、技研製、

カーブス、三光合成、日コンクリート、オンワード、USEN-NEXT

などもポジティブ評価の対象となった。ファーマフーズやアネス

ト岩田は自社株買い実施発表が材料視され、壱番屋は1；5の株

式分割を材料視。DeNA は「GO」の上場準備が期待材料にな

り、リケン NPR は MI2 の大株主登場で買われる。カネカは壁面

用発電パネルの市場拡大に期待が高まったもよう。半面、ネクス

テージ、ウエルシア、ヨンドシー、パルグループ、コシダカ、ディ

ップ、わらべや日洋、ローツェなどは決算内容がネガティブ視さ

れる。サイゼリヤやキユーピー、セブンアイなどは決算が出尽く

し感につながる形となった。三井E&Sは造船用鋼板の値上げ報

道が弱材料視され、株式売出による需給悪化を懸念して稲畑産

業も売られる。ほか、ANYCOLOR、京セラにはアナリストの高評

価が観測されている。 

日経平均には短期的な過熱感が拭えず、来週初に日銀金融

政策決定会合を控えていることから、今週はポジション調整の利

食い売りが優勢になるものと考える。ただ、年明け以降は海外投

資家の日本株買いの動きが活発化している印象が強く、週初に

は東証が「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対

応」企業の公表を控えていることもあり、その持続性には注目し

たいところ。とりわけ、低 PBR の大型株の動きには注目。国内で

は週末に CPI が発表される。来週の日銀会合で政策修正は行

われない公算だが、日銀総裁の発言内容に影響を及ぼす可能

性はあり、リスク要因とはなってこよう。 

海外では中国の動向が注目される。台湾総統選を受けた中

国側のコメント、週初の MLF 金利の発表、17 日の 10-12 月期

GDPなど関心事は多い。ほか、海外では週初にアイオワ州での

大統領選挙予備選が行われるほか、18 日には TSMC の決算発

表が予定されている。TSMC の先行き見通しは国内半導体株の

行方を大きく左右し、日本株全体のマインドも動かす意味で注

視したい。先週末には安川電機が決算を発表しており、営業利

益はコンセンサスをやや下振れとみられるが、ロボットの受注回

復はポジティブとみられ、FA 関連銘柄の支援となる余地もあろ

う。今週は9-11月期決算発表一巡で個別物色には手掛かり難、

全般的には出遅れ銘柄への関心を高めたいところだが、引き続

き大型株優位の状況は継続しそう。なお、先週末のコンテナ運

賃は上昇幅が拡大、海運株の支援材料となろう。 

短期的な過熱感は拭い切れず、主力の出遅れ銘柄に注目へ 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 マーケットを読む 

日経平均株価 
 

 

 

 

 
■短期的に上げ一服となっても、大勢では買い手優位のチャート形状を保つか 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弱もみ合い、大勢強気も短期急騰で反動安圧力 

先週（1月9-12日）の日経平均株価は2週ぶりに上昇した。1

週間の上げ幅は2199.69円（前週86.75円安）だった。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は1月1週（1月4-5日）に売り越しに転じ（1308

億円、前週は 1837 億円の買い越し）、現物は買い越しに転じた

（1592億円、前週は2263億円の売り越し）。 

 

先週の日経平均は騰勢を一段と強めた。1月9日に昨年11月

高値33853.46円を突破すると、翌10日の34000円超え、11日

の35000円台乗せと急ピッチで大台替わりが進み、週末12日は

35839.65円まで上値を伸ばした。 

 

今週の日経平均は弱もみ合いが予想される。先週末は今年 6

営業日目にして終値が大発会1月4日安値比2883.93円高の水

準に位置し、短期間での急騰ぶりが顕著だ。25日移動平均線と

の乖離率は日経平均が6.61％、TOPIXが5.28％と警戒ラインの

5％をそれぞれ上回っている。 

 

ボリンジャーバンド（25日ベース）では、先週末終値がレン

ジ上限の目安となる+3σを突破し、短期的な上値到達を示唆し

ている。このため、株価と中心線との距離は縮小に向かう圧力

が強まりやすいだろう。 

 

先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225銘柄の

うち214銘柄（前週末5日は173銘柄）に上り、東証プライム

上場全銘柄でも86％（前週末75％）と過熱圏にある。このため、

短期投資家による利益確定売り圧力が一旦強まる場面が予想さ

れる。 

 

もっとも、25日線をはじめとして5日から52週線まで幅広い

期間の移動平均線が軒並み上向きで先週末を迎え、上昇トレン

ド延長が予想される。一目均衡表は日足でも週足でも三役好転

下で買い手優位を示唆し、転換線と基準線が急角度で上昇して

いる。このため、今週は短期的に上げ一服となっても、大勢で

は買い手優位のチャート形状を保ち、強気相場でのスピード調

整局面となりそうだ。 

 

上値では、先週末12日のザラ場高値35839.65 円から節目の

36000 円までが抵抗帯と目される。36000 円の上では13週線比

10％高（先週末大引けで36293.86円）が目先のレンジ上限とし

て強く意識されよう。下値では先週 1 回目のマド上端を形成し

た10日高値34539.02円が支持線として期待される。 

一目均衡表（日経平均） ■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 905,204 -1.9% 17,079 19,901 -21.1% 12,537 238.24

2021/3連 862,585 -4.7% 16,208 18,130 -8.9% 5,778 109.81

2022/3連 866,702 0.5% 23,819 27,596 52.5% 16,898 321.13

2023/3連 1,020,456 17.7% 29,575 33,500 21.4% 18,596 363.68

2024/3連予 980,000 -4.0% 27,000 27,000 -19.4% 18,500 366.69

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/12 終値 2816.5 円 

目標株価 3750 円 

業種 水産・農林 

■家庭用冷凍食品の約8割について価格改定を計画 

 

 2024年2月1日納品分から家庭用冷凍食品の約8割を対象に出

荷価格を約2～8％引き上げる。対象は「ミックスピザ3枚入り」「あ

おり炒めの焼豚炒飯」「ソースとんかつ」など。冷凍食品について

は、競合他社も価格改定を計画している。ニチレイフーズは3月

から家庭用、4月から業務用の冷凍・常温食品の出荷価格を、一

部を除き約1～6％引き上げる。また日本水産も家庭用冷凍食品

全体の約65％に当たる品数を3月1日納品分から約3～13％値上

げする。競合他社も価格改定を進めるので、値上げによる販売

数量減少は限定的と思われ、価格改定は利益拡大に寄与しよ

う。 

 

■24年3月期営業利益は増益の可能性も 

 

 24年3月期会社予想営業利益は前期比8.7％減の270 億円の

計画となっている。ただ、上期営業利益は前年同期比 5.2％増の

167.57億円となっており、上記の価格改定効果から通期で増益と

なることが期待されよう。株価については23年3月末の1株当た

り純資産は3858円であり、24年3月期会社予想EPS366.69円の

PER10 倍は 3666 円となる。目標株価はこのほぼ中間値となる

3750 円とする。 

 

★リスク要因 

原材料調達価格の一段の上昇など。 

1333：日足 

 

5日線と25日線のゴールデンクロス

が発生 

          

冷凍食品は値上げラッシュ 

マルハニチロ〈1333〉プライム 

今週の分析銘柄 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/6連 1,536 6.4% 254 254 8.5% 175 53.87

2021/6連 1,668 9.5% 330 330 29.3% 224 70.00

2022/6連 1,771 6.2% 637 637 11.2% 236 74.69

2023/6単 1,853 - 260 260 - 184 58.11

2024/6単予 2,024 9.2% 331 331 27.3% 226 71.08

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/12 終値 1807 円 

目標株価  2500 円 

業種 情報・通信 

■第1四半期の営業利益は1.1億円 

 

 倉庫内業務支援等のクラウド在庫管理システム、倉庫紹介や物

流コンサル等の物流支援サービスを提供している。24 年 6 月期

第 1 四半期の営業利益は 1.1 億円（前年同期比 60.9％増）へ拡

大し、通期計画3.3億円に対する進捗率は33.5％に達した。主力

のクラウドサービスでは、新規取引先の増加などにより順調に推

移。また、開発・導入サービスでは、既存取引先からの継続開発

案件の受注などがあったことが売上高の増加につながった。第1

四半期時点で好発進となったものの、業績予想は据え置いてい

る。 

 

■物流2024年問題が追い風に 

 

2023年9月末から株価は大きく上昇している。2023年12月末

には 9 月に 3 度跳ね返された 1600 円付近を突破し、2024 年に

入っても 1900 円台に到達するなど好調を維持。同社は、物流

2024 年問題への関連銘柄としても注目されており、物流におけ

る合理化への取り組みが求められるなか、社会的な環境も追い

風となろう。業績堅調な中、物流 DX（デジタルトランスフォーメー

ション）の担い手として成長性に期待し、2018 年上場時の初値水

準である 2500 円を目標株価とする。 

 

★リスク要因 

高水準の信用倍率、など。 

4391：日足 

 

 25 日移動平均線に沿って上昇基調

続くか。 

業績好調な小型株、物流2024年問題の関連銘柄として注目 

ロジザード〈4391〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 464,450 -11.6% 96,862 98,062 -24.2% 62,217 189.23

2021/3連 170,581 -63.3% -45,989 -49,205 - -54,190 -

2022/3連 275,728 61.6% 7,733 11,278 - 8,067 24.63

2023/3連 483,123 75.2% 111,199 111,789 891.2% 80,734 246.45

2024/3連予 594,688 23.1% 146,709 147,364 31.8% 105,180 64.20

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/12 終値   5546 円 

目標株価 6000 円 

業種 サービス 

■入園者数とゲスト1人当たりの売上高が増加 

 

東京ディズニーランド・シーを運営。24年3月期上期の営業利

益は前年同期比2.0 倍の770.71億円と、従来予想（553.16 億円）

を大きく上回って着地した。入園者数増加に加え、ゲスト 1 人当

たりの売上高増加などが寄与した。また、同通期計画を従来の

1221.69億円から1467.09億円へ上方修正し、今期の年間配当は

従来計画の9円から11円に増額。上期実績の好調に加え、東京

ディズニーリゾード 40 週年イベントや海外ゲストの回復などによ

り、期初予想を上回る見込みとなっている。中期経営計画も更新

しており、来期は今期を上回る水準を目指すもよう。 

 

■新エリア開業による売上増に期待 

 

株価は 2024 年に入って上昇、昨年 11 月・12 月高値を超えて

5500円台に浮上した。直近PERは過去の推移と比較して割高感

に乏しく、信用倍率も過度に警戒する水準ではない。来期は東

京ディズニーリゾート 40 周年イベントの終了による反動が想定さ

れるものの、6 月には新エリア「ファンタジースプリングス」が開業

予定で、インバウンド需要の継続も相まって売上増に期待がか

る。株式分割により株価もやや手掛けやすい水準にあり、目標株

価は一旦昨年高値を超える 6000 円を見込む。 

 

★リスク要因 

新エリアの開業遅延、急速な円高など。 

4661：日足 

 

25 日線をサポートラインとして上昇

基調続くか。 

入園者数の増加で業績は堅調に推移、6月には新エリア開業予定 

オリエンタルランド〈4661〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/8単 6,916 36.2% 2,981 2,983 57.9% 2,202 115.29

2021/9単 9,034 - 3,451 3,475 - 2,395 125.33

2022/9単 10,727 - 4,224 4,226 - 2,962 155.23

2023/9単 13,826 28.9% 5,202 5,211 23.3% 3,866 201.46

2024/9単予 18,218 31.8% 7,037 7,030 34.9% 4,677 243.57

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/12 終値 4345 円 

目標株価 7300 円 

業種 サービス 

■コンサルタントは公認会計士が中心 

 

 中小企業の事業承継案件を中心にM&A仲介事業を展開して

いる。コンサルタントは公認会計士が中心。国内の中堅・中小企

業が主要顧客で、後継者がいない、そろそろ引退したいといっ

た事業承継ニーズによる譲渡案件が全体の50％超を占める。案

件は譲渡金額ベースで3～5億円前後の会社が多い。 

 

■26年9月期には営業利益96.46億円を目標とする 

 

 23 年9 月期まで 9 期連続で増収増益を実現し、高成長が続い

ている。中長期的に売上高は年平均成長率 20％を目標とし、26

年 9 月期には売上高 250.56 億円、営業利益 96.46 億円を目指

す。成長の鍵は組織力および個人力の強化。組織力について、

ダイレクト営業は社内協業による効率的な提案営業を実施し、大

型案件のソーシングに注力する。また提携先営業については専

属部署の人員増加を図り紹介案件の増加に注力する。個人力強

化については、知名度向上で更なる優秀な人材の獲得を進め、

社内研修プログラムの向上、研修コンテンツの拡充でコンサルタ

ントの育成を図る。成長性に照らし合わせると株価には割安感が

あり、目標株価は予想PER 約30 倍の水準となる 7300 円とする。

 

★リスク要因 

競争激化で、仲介手数料率が低下することなど。 

 

6196：日足 

 

中長期的な株価トレンドを示す 25

日、75 日、200 日線はいずれも上昇傾

向。 

          

成長性に照らし合わせると株価には割安感 

ストライク〈6196〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2019/12連 522,424 2.6% 35,298 35,571 13.7% 23,349 241.79

2020/12連I 522,478 - 37,566 35,756 - 24,236 254.36

2021/12連I 603,213 15.5% 61,372 60,302 68.6% 43,616 463.44

2022/12連I 680,870 12.9% 70,572 69,481 15.2% 50,488 548.61

2023/12連I予 747,000 9.7% 71,000 71,200 2.5% 52,300 567.26

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/12 終値 8779 円 

目標株価 10000 円 

業種 機械 

■精密・電子や建築・産業・エネルギー向けが主力 

 

 給排水や工場、エネルギー関連施設、かんがい設備などで使

われるポンプ、ビル・公共施設や工場の冷暖房・生産工程で使

われる冷熱機器、ごみ焼却プラント・産業廃棄物焼却プラントな

どを手掛ける。半導体製造など精密・電子向けが売上収益の

33％を占め、建築・産業設備向けが 29％、石油・ガス、電力、新

エネルギーなどエネルギー向けが 22％、ごみ処理など環境向

けが9％、水などのインフラ向けが7％となっている。海外売上高

比率は 65％（23 年1-9 月）。 

 

■利益積み上げは順調 

 

23 年12 月期第3 四半期累計の連結営業利益は 569.55 億円

（前年同期比 33.5％増）。LNG 市場向けで大型案件を複数受注

したほか、アジアでも石油化学の大型案件を受注し、受注高、売

上収益、営業利益は第3 四半期として過去最高となった。通期営

業利益は前期比0.6％増の710 億円の見込み。通期予想に対す

る第3四半期までの進捗率は80％。通期好業績への期待が高ま

りやすくなっている。株価は調整を挟みつつ底堅く推移してい

る。昨年は1月安値の4620円から次々と大台を塗り替えてきた。

切りの良いところで大台10000 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

円相場の急激な変動など。 

6361：日足 

 

高値圏で利益確定売りこなしつつ

堅調に推移。 

          

ポンプや冷熱機器などを手掛ける、LNG向け大型案件を複数受注 

荏原製作所〈6361〉プライム 



 

株式会社フィスコ 14

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 551 Weekly 
2024 01 15 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2019/12連 131,807 -7.9% 17,544 20,854 -15.9% 14,234 214.00

2020/12連 116,432 -11.7% 12,900 12,675 -39.2% 8,987 135.64

2021/12連 134,595 15.6% 13,800 19,570 54.4% 14,251 216.75

2022/12連 156,706 16.4% 10,824 21,473 9.7% 14,295 220.79

2023/12連予 173,000 10.4% 13,000 21,100 -1.7% 16,200 250.61

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/12 終値 2472.0 円 

目標株価 2725 円 

業種 電気機器 

■第3四半期は2ケタ増収増益 

 

自動車電装機器に組み込まれ、制御や駆動を担う高性能な小

型モーターを提供。また、AGV・AMR 用モーターや電動アシスト

自転車向けモーター、精密・事務、家具・工具、医療分野など幅

広く展開する。足もと 23 年12 月期第3 四半期は、売上高が前年

同期比 12.7％増の 1290.86 億円、営業利益は同 18.6％増の

88.07 億円だった。自動車電装機器では、パワーウインドウ、パワ

ーシート及びパーキングブレーキ用の各用途が半導体等の供

給制約の緩和による自動車生産の回復等の影響を受け増加し

た。ライフ・インダストリー機器市場は、健康・医療機器用の安定

的な需要が持続している。 

 

■長期シグナルが好転 

 

月足の一目均衡表では雲上限を捉えてきており、遅行スパン

は上方シグナルを発生するなど、長期シグナルの転換が意識さ

れてきた。株価は連日で昨年来高値を更新し、2021 年 3 月半ば

以来の水準を回復してきており、目標株価は 21 年 2 月高値の

2725 円とする。 

 

★リスク要因 

自動車業界の販売低迷。 

6592：日足 

 

支持線として機能する 25 日線から

上放れ。 

          

自動車向け高性能な小型モーター回復 

マブチモーター〈6592〉プライム 



 

株式会社フィスコ 15

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 551 Weekly 
2024 01 15 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/4単 - - - - - - -

2021/4連 9,779 - 785 785 - 547 173.20

2022/4連 14,425 47.5% 1,237 1,233 57.1% 760 235.76

2023/4連 19,589 35.8% 2,162 2,108 71.0% 1,567 482.18

2024/4連予 37,000 88.9% 3,700 3,650 73.1% 2,400 669.57

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/12 終値 17650 円 

目標株価 23450 円 

業種 サービス 

■上期営業利益は前年同期比2.2倍 

 

 広告配信データ、Web・アプリ上での回遊データ、許諾を得た

顧客情報などを集約し、LTV（ユーザーが生涯を通じて企業にも

たらす利益）を可視化するプラットフォームを構築する。具体的な

プロダクトは、ユーザーとの自然なコミュニケーションを実現する

ツール「Robee」、解約抑止に特化したチャットボット・音声解析 AI

「Smash」、3D 広告配信プラットフォーム「3D AD」などがある。24

年4 月期上期営業利益は 20.10 億円（前年同期比2.2 倍）。金融

業界の顧客向け事業が増加。同社のテクノロジー提供によるシ

ナジー効果などで、23 年 3 月に完全子会社化したオルアズ（旧

ネットマーケティング）も伸長し、売上高は同2.2 倍へ拡大した。 

 

■次期中期経営計画に期待 

 

 通期営業利益は、上期決算発表時に前回予想から 29.8％ほど

引き上げ、37.00 億円（前期比 71.1％増）予想とした。今後、AI 活

用などによる新サービス・機能を提供する一方、周辺領域や新規

領域の投資・M&A の検討を進める計画だ。こうした施策は来期ス

タートの新中期経営計画に反映されると見られ、注目したい。好

業績に鑑み、昨年来高値23450 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

IT、AI 人材の獲得難など。 

7095：日足 

 

昨年 12 月の決算発表＆業績予想

上方修正後に上昇。利益確定売りをこ

なした後の更なる上昇に期待。 

          

LTV（顧客生涯価値）マーケティングを展開、今期営業利益は71.1％増予想 

Macbee Planet〈7095〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 356,796 -2.6% 13,103 21,274 -26.2% 30,174 173.28

2021/3連 325,682 -8.7% 10,841 19,233 -9.6% 28,072 164.32

2022/3連 358,269 10.0% 20,346 30,707 59.7% 32,008 187.35

2023/3連 368,130 2.8% 20,782 35,086 14.3% 35,182 208.76

2024/3連予 390,700 6.1% 15,000 26,800 -23.6% 36,200 220.65

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/12 終値 3233 円 

目標株価 4010 円 

業種 情報・通信 

■「VIVANT」は高視聴率をたたき出す 

 

24 年 3 月期業績については、TBS テレビでのスポット市況の

低迷を中心に放送収入が下振れる見込みだが、やる気スイッチ

グループホールディングスの連結子会社化などにより、売上高

は期初計画水準となる見込み。営業利益については前期比

27.8％減の150億円を見込んでいる。昨年最大のヒットドラマとな

り、破格の制作費をつぎ込んだ「VIVANT」は、最終回の視聴率

は世帯 19.6％、個人 12.9％と、ともに番組最高だった。スポーツ

のビッグマッチより観られることが分かり、さらにTVerの再生回数

も多い。今後のドラマ制作への弾みとなるほか、スポンサー収入

を取り込みやすくなりそうだ。 

 

■昨年12月の下落幅をリプレイス 

 

株価は昨年 12 月 13 日に付けた 3195 円をピークに調整を見

せていたが、25 日線をサポートにリバウンドを強めており、12 日

には 3252 円まで買われ昨年来高値を更新。2008 年以降の抵抗

水準を上放れてきており、2007年3 月高値の5300 円を意識した

トレンド形成が意識されやすい。目標株価は昨年 12 月高値から

安値2880 円の下落幅をリプレイスした 4010 円とする。 

 

★リスク要因 

放送収入の不振。 

9401：日足 

 

25 日線がサポートとして機能。 

          

「VIVANT」は今後のドラマ制作への弾みとなる 

TBSホールディングス〈9401〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

ファーストリテイリング プライム〈9983〉／決算受けて高値更新だが好地合いも影響 

円 

（株） 

先週末は大幅続伸。昨年12月1日

の高値 37930 円を一気に更新してい

る。11 日に第1四半期決算を発表、

事業利益は 1414 億円で前年同期比

22.7％増となり、市場予想をやや上回

る着地に。国内ユニクロ事業における

粗利率改善や販管費の抑制などが想

定以上だったもよう。コストコントロ

ールの高さを評価する動きが優勢に。 

12 月の既存店売上高は前年同月比

15.4％減、22年6月以来の2ケタの

マイナスとなったように、12 月の暖

冬の影響が懸念材料であったが、会社

側では欧米の復調から上期計画は達

成可能ともコメント。これも買い安心

材料につながった。ただ、日経平均と

の連動性が高い銘柄であり、先週の大

幅上昇は好地合いも影響していた面

が強いと考える。日経平均に短期的な

過熱感がある中、中国市場の先行き懸

念も拭い切れず、現水準からの上値追

いには慎重な対応が必要。 

サイゼリヤ プライム〈7581〉／今後の為替動向も支援で押し目買い妙味 

先週は買い先行後に伸び悩む展開

となった。1月5日に野村證券が投資

判断を新規に「バイ」、目標株価を6300

円としており、週前半引き続き買い材

料とされたもよう。ただ、第1四半期

の決算発表後は伸び悩む動きとなる。

営業利益は 34.6 億円で前年同期比倍

増、据え置きの通期計画131億円、前

期比 81.4％増に対しても順調な進捗

となっているが、出尽くし感が先行す

る形となったようだ。 

野村證券では第 1 四半期営業利益

30.5億円を予想していたため、実績値

は同水準も上回っている。決算発表後

の株価下落の大きさはやや過剰反応

ともみられよう。既存店増収率が縮小

傾向にあることはやや気掛かりであ

るが、円高メリット銘柄と位置付けら

れる中、今後の為替動向などは期待材

料になりやすいと判断する。短期利食

い売り一巡後のリバウンドを狙った

押し目買い妙味は強いだろう。 

読者の気になる
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アルバック  プライム〈6728〉 

日足ベースの一目均衡表。三役好転

下の買い手優勢の形状が続く中、先週

末は昨年12月の戻り高値を超えて昨年

来高値を更新。株価下方では昨年12月

20日を起点に横ばいだった基準線が上

向いたことに加え、転換線が上向いて

上昇局面再開を示唆している。遅行線

は今週18日にかけて応当日株価が下落

していくため、強気シグナルの増大が

予想され、2021年高値7270円を超えて

上値を伸ばす展開が期待できよう。 

佐藤商事  プライム〈8065〉 

週足ベースのローソク足。昨年12 月

3 週の 1401 円を直近ボトムに騰勢を強

め、先週は4本連続陽線で終了。高値、

安値、終値の切り上がりが続く赤三兵を

2週連続で形成し、強い上値追い圧力を

窺わせた。株価下方では26週と52週の

移動平均線が右肩上がりを続けて中長

期の上昇トレンド継続を示唆。先週で上

昇2週目の13週線が26週線を上抜いて

ゴールデンクロスを形成したこともあ

り、今後は上昇基調が一段と鮮明になり

そうだ。 

今週のテクニカ

-13 -26 -52  -200 

基準線  転換線  先行スパン A 先行スパン B 
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コード 銘柄 市場
1/12
株価
（円）

概要

1663 Ｋ＆Ｏエナジーグループ ﾌﾟﾗｲﾑ 2272 PSC主要原料のヨウ素シェアで成果の約5％握る

1963 日揮ホールディングス ﾌﾟﾗｲﾑ 1773 PSC成膜技術を持つエネコート社と普及の連携協定を締結

4107 伊勢化学工業 ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 8340 PSC主要原料となるヨウ素の製造大手

4118 カネカ ﾌﾟﾗｲﾑ 3627 約10マイクロメートル厚の超薄型PSCを開発

4021 日産化学 ﾌﾟﾗｲﾑ 5995 PSC材料で2030年事業化を目指すことが伝えられる

4204 積水化学工業 ﾌﾟﾗｲﾑ 2146 PSC開発と製造の中心的企業、PSCテーマの中核銘柄

4237 フジプレアム ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 390 京都大学などと共同でPSCの開発を継続

4362 日本精化 ﾌﾟﾗｲﾑ 3050 PSCの正孔輸送材料 「スピロカイト」手掛ける

4633 サカタインクス ﾌﾟﾗｲﾑ 1382 京都大学の「フィルム太陽電池研究コンソーシアム」参画

5333 日本碍子 ﾌﾟﾗｲﾑ 1790 PSC開発の京都大学発のスタートアっプ企業に出資

6255 エヌ・ピー・シー ｸﾞﾛｰｽ 701 太陽電池製造装置技術を活かしPSCの製造にも進出狙う

6387 サムコ ﾌﾟﾗｲﾑ 4205 PSC向けのALD(原子層堆積)装置を手掛ける

6804 ホシデン ﾌﾟﾗｲﾑ 1784 PSC開発の京都大学発のスタートアっプ企業に出資

6752 パナソニック　ホールディングス ﾌﾟﾗｲﾑ 1419 PSCに2028年までに参入すると発表、ガラス建材一体型

6856 堀場製作所 ﾌﾟﾗｲﾑ 11375 自動化した塗布成膜装置を開発、主要開発項目の一つに

6996 ニチコン ﾌﾟﾗｲﾑ 1292 PSCを2030年までに量産化する計画

7203 トヨタ自動車 ﾌﾟﾗｲﾑ 2837 車載用ペロブスカイト太陽電池の共同開発を開始

7259 アイシン ﾌﾟﾗｲﾑ 5291 PSCを開発中で試作ラインを2023年に稼働

9501 東京電力ホールディングス ﾌﾟﾗｲﾑ 793.6 東京本社の再開発で新高層ビルにPSCを設置へ

9613 ＮＴＴデータグループ ﾌﾟﾗｲﾑ 2166.5 積水化学工業と建物外壁に設置する国内初の実証実験

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

テーマ別分析 

テーマ別分析：ペロブスカイト太陽電池(PSC)関連 

■ペロブスカイト太陽電池が再開発案件で具体化へ 

 

ニュースフローが増えてきたペロブスカイト太陽電池関連に注目度が高まってきそうだ。 

ペロブスカイト太陽電池は、低コストで軽量かつ薄くて折り曲げることが可能で、主要材料にレアメタルを必要とせず日本が主

要産地のヨウ素を材料とする日本発の技術という特徴を持つ。耐久性などの技術面でのネックがあり普及が遅れていたが、ここに

きて技術革新のスピードが速まったことから、量産化により、高層ビルの壁面、自動車の屋根など、従来の太陽電池では難しかっ

たさまざまな場所での設置が期待されている。 

昨年 11 月には東京電力ホールディングスなどが進める東京都千代田区内幸町の東京電力本社ビルを含む再開発エリアで、一部

の高層ビルにペロブスカイト太陽電池を実装した世界初のメガソーラービルの建設計画が発表され、実用化が具体化するケースも

出てきた。積水化学工業<4204>のペロブスカイト太陽電池が採用され、2028年度の完成予定だ。 

トヨタ自動車<7203>やパナソニック ホールディングス<6752>や大手化学メーカーも事業化に乗り出しており、注目度が高まっ

てきている。 

テーマ別分析 

■主な「ペロブスカイト太陽電池(PSC)」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■足元株価好調業種の出遅れ銘柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 

スクリーニング分析 

足元で株価好調な業種のなかで出遅れ感が強い銘柄 

■連日の株価上昇による過熱感もあり、出遅れ銘柄に注目すべき 

 

先週の日経平均は連日の大幅上昇となった。短期的な過熱警戒感も意識される中、目先は出遅れ銘柄への関心を高めたいところ。

なかでも、足元で物色が向かっているセクターにおける出遅れ銘柄に注目したいところ。先週の業種別上昇率が 5％以上であった

セクターの中で、日経平均が直近安値を付けた昨年 10 月 4 日以降の株価に出遅れ感が強い銘柄をスクリーニング。時価総額が大

きくない銘柄、足元での収益成長率が乏しい銘柄は除外している。 

スクリーニング要件としては、①先週の業種別上昇率が 5％以上のセクター（医薬品、卸売、電気機器、精密機器、機械、その

他製品、情報。通信）、②昨年10月4日終値比での株価下落率が10％以上、③今期予想含めた3期間の営業利益平均成長率が10％

以上、④時価総額が500億円以上。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
1/12株価

（円）
時価総額
（億円）

株価騰落率
（％）

営業利益平
均成長率

（％）

予想
1株利益

（円）

2767 円谷フィールズHD プライム 1,581.0 1,097.2 -16.30 86.7 129.97

3854 アイル プライム 3,200.0 801.4 -12.57 38.0 107.19

3962 チェンジHD プライム 1,404.0 1,024.4 -14.91 54.9 99.69

4481 ベース プライム 3,405.0 617.9 -17.95 25.0 176.79

4483 JMDC プライム 4,170.0 2,539.6 -22.49 35.6 103.32

4527 ロート製薬 プライム 3,115.0 7,356.9 -14.75 15.2 127.12

4530 久光製薬 プライム 4,446.0 3,786.4 -13.94 24.2 188.85

6430 ダイコク電機 プライム 3,690.0 545.5 -26.49 196.9 487.02

6460 セガサミーHD プライム 2,149.0 5,184.0 -16.99 36.8 158.54

6590 芝浦メカトロニクス プライム 6,040.0 843.9 -11.70 40.7 543.50

6594 ニデック プライム 5,929.0 35,353.7 -13.13 13.6 287.16

6674 GSユアサコーポレーション プライム 2,074.5 1,987.8 -16.35 27.8 198.87

6707 サンケン電気 プライム 7,164.0 1,798.0 -12.42 46.6 405.91

6755 富士通ゼネラル プライム 2,289.5 2,503.3 -16.17 37.7 114.57

6908 イリソ電子工業 プライム 3,515.0 864.1 -11.24 30.5 263.56

7906 ヨネックス スタンダード 1,305.0 1,221.8 -13.35 26.0 89.50

9416 ビジョン プライム 1,221.0 614.9 -16.14 90.7 54.60

（注）株価乖離率は昨年10月4日終値比

（注）営業利益平均成長率は今期予想含めた3期間
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■経営者の強気姿勢を表すファクターの効果は堅調 

大和証券は「経営者センチメントを捉えるファクターの効果」に注目している。同証券は、「{純利益（会社計画）－純利益（ア

ナリスト予想）}÷総資産」を経営者センチメントと定義し、ファクター値が大きいほど経営者は強気であると解釈している。ま

た、経営者センチメントから経営者センチメント（過去3期平均）を引いたものを経営者センチメント（超過）とし、最終的に両

方を標準化後に 1：1 で合成したファクターに注目しているようだ。そこで、合成ファクターで銘柄選別をした後に、直近の決算

発表で純利益（実績）が会社計画を上回った銘柄のスクリーニングを行っている。 

コード 銘柄略称 業種
時価総額
（億円）

合成
ファクター

経営者

センチメント

経営者

センチメント

（超過）
ROE

PER
（倍）

3カ月
リターン

9007 小田急電鉄 陸運業 7,926 2.16 1.0% 1.0% 11.4% 18.4 -3.7%

6707 サンケン電気 電気機器 1,951 2.03 0.7% 1.2% 9.8% 15.9 -14.3%

3064 MonotaRO 小売業 7,718 1.84 0.6% 1.1% 35.5% 30.5 -3.8%

9006 京浜急行 陸運業 3,553 1.38 0.5% 0.7% 8.2% 16.2 1.4%

2810 ハウス食品G本社 食料品 3,138 1.34 0.6% 0.6% 5.9% 19.7 -0.2%

6506 安川電機 電気機器 15,708 1.27 0.5% 0.7% 16.2% 26.8 9.2%

2427 アウトソーシング サービス業 2,193 1.24 0.3% 0.8% 26.2% 11.0 50.6%

7912 大日本印刷 その他製品 12,195 1.17 0.4% 0.6% 6.9% 16.2 7.3%

4919 ミルボン 化学 1,223 1.14 0.3% 0.7% 11.4% 23.9 -11.2%

6752 パナソニックHD 電気機器 34,274 1.10 0.4% 0.5% 10.7% 9.0 -17.0%

9987 スズケン 卸売業 3,867 1.08 0.4% 0.6% 5.5% 17.0 1.0%

2212 山崎製パン 食料品 7,084 1.06 0.4% 0.5% 7.4% 26.3 17.0%

2593 伊藤園 食料品 3,820 1.03 0.4% 0.5% 9.9% 23.3 -11.0%

9601 松竹 情報・通信業 1,328 1.01 0.3% 0.6% 2.1% 75.5 -7.5%

5444 大和工業 鉄鋼 4,837 0.97 0.3% 0.5% 13.1% 8.7 4.1%

7313 テイ・エス テック 輸送用機器 2,320 0.86 0.2% 0.5% 4.4% 18.1 0.6%

6981 村田製作所 電気機器 60,681 0.83 0.2% 0.5% 9.6% 25.4 9.5%

6806 ヒロセ電機 電気機器 5,787 0.80 0.2% 0.5% 8.3% 20.0 -7.8%

9024 西武HD 陸運業 6,330 0.80 0.2% 0.5% 9.8% 17.6 36.0%

7951 ヤマハ その他製品 6,100 0.80 0.0% 0.7% 7.9% 16.9 -20.3%

9613 NTTデータグループ 情報・通信業 28,036 0.79 0.1% 0.6% 11.1% 17.2 -0.3%

6273 SMC 機械 51,039 0.74 0.0% 0.6% 11.5% 26.0 13.1%

9031 西日本鉄道 陸運業 1,896 0.73 0.3% 0.3% 7.8% 12.6 -3.7%

8630 SOMPOHD 保険業 22,768 0.72 0.3% 0.3% 15.5% 8.1 7.2%

9064 ヤマトHD 陸運業 9,896 0.72 0.2% 0.4% 7.1% 23.0 7.0%

9301 三菱倉庫 倉庫・運輸関連業 3,483 0.67 0.2% 0.3% 6.8% 15.0 7.0%

8876 リログループ サービス業 2,601 0.64 0.2% 0.3% 29.6% 12.4 5.0%

9044 南海電鉄 陸運業 3,249 0.62 0.2% 0.3% 8.5% 14.9 -1.3%

2784 アルフレッサHD 卸売業 4,861 0.61 0.1% 0.3% 5.4% 18.6 -2.4%

9045 京阪HD 陸運業 4,172 0.60 0.2% 0.3% 9.4% 16.6 -7.1%

9005 東急 陸運業 10,754 0.59 0.1% 0.3% 7.5% 20.0 -0.2%

6724 セイコーエプソン 電気機器 8,126 0.58 0.1% 0.4% 8.7% 13.1 -10.2%

9008 京王電鉄 陸運業 5,706 0.56 0.1% 0.3% 8.4% 19.6 -13.7%

9983 ファーストリテイリング小売業 111,346 0.52 0.0% 0.4% 17.4% 34.6 7.4%

3401 帝人 繊維製品 2,646 0.52 0.1% 0.3% 4.3% 14.9 -8.0%

1803 清水建設 建設業 6,965 0.50 0.0% 0.4% 5.4% 15.5 -9.9%

6005 三浦工業 機械 3,518 0.50 0.1% 0.3% 10.9% 18.8 -6.7%

6845 アズビル 電気機器 6,603 0.50 0.1% 0.3% 14.0% 23.6 1.9%

5332 TOTO ガラス・土石製品 6,571 0.48 0.1% 0.3% 8.6% 17.4 -3.9%

9009 京成電鉄 陸運業 11,489 0.46 0.1% 0.2% 10.1% 29.1 28.6%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

先週の話題レポート 

経営者センチメントを捉えるファクターの効果に注目 

先週の話題レポ

ート 

「合成ファクター上位20％かつ純利益（前期実績＞会社計画）に該当した銘柄」（大和証券） 

 

（出所）東洋経済、日経、Quick Astra、Bloombergをもとに大和証券作成 
（注）TOPIX500 ユニバース。分析対象は会社計画、アナリスト予想の両方とも取得可能な銘柄。合成ファクター、経営者センチメント、経営

者センチメント（超過）は 2023年12月29日時点。経営者センチメント、経営者センチメント（超過）は標準化前の値。純利益（前期実績）

との比較に用いる純利益（会社計画）は決算発表前月末時点のデータ。時価総額、ROE、PERは2023年12月29日時点。 
ROEとPERについては東洋経済予想を用いて算出した時間加重予想ベース。過去3ヵ月リターンは2023年9月29日を起点に2023年12月

29日までで算出 
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12 月 29日時点の2市場信用残高は、買い残高が1208 億円

減の3兆6180億円、売り残高が1925億円減の7031億円。買

い残高が3週連続の減少、売り残高は2週連続での減少となっ

た。また、買い方の評価損益率は-9.68％から-8.20％、売り方

の評価損益率は-3.64％から+3.60％に。なお、信用倍率は4.17

倍から5.15倍。 

この週（12月25日－29日）の日経平均は前週末終値比295.12

円高の 33464.17 円。年末にかけては、米国株式市場でインテ

ルなど半導体株が上昇し、ナスダック総合指数やフィラデルフ

ィア半導体株指数（SOX指数）が強い動きを見せたことから、

東エレク<8035>やアドバンテスト<6857>など半導体関連が日

経平均をけん引。12 月 27 日には一時33755.75 円と取引時間

ベースの2023年高値（33853.46円）に迫る動きが見られた。

その後は、12 月期決算企業の権利落ちなどが影響して下げた

ものの、大納会（12月29日）は33464.17円と1989年（38915.87

円）以来、34年ぶりの高値で2023年の取引を終えた。 

個別では、トレンド<4704>の信用倍率が 0.66 倍と前週の

2.58 倍から、売り長の需給状況となった。買い方の持ち高調

整に対して、新規売りが積み上がっている。また、JT<2914>

の信用倍率は5.71倍となり、前週の15.12倍から取り組みに

厚みが増した。同社についても12 月決算企業であり、配当及

び優待取りを狙った新規買いが大きく積み上がっているなか、

ノーリスクで優待を狙ったヘッジ対応の新規売りが積み上が

った格好である。そのほか、ウェルスナビ<7342>の信用倍率は

1.92倍となり、前週の3.91倍から取り組みに厚みが増してい

る。新 NISA 制度によって、資産運用サービスの需要期待から

リバウンド基調が強まっており、買い方の利益確定に対して、

過熱感から新規売りが積み上がったようだ。 
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コード 市場 銘柄
1/12終値

（円）
信用買残

（12/29：株）
信用売残

（12/29：株）
信用倍率

（12/29：倍）
信用買残

（12/22：株）
信用売残

（12/22：株）
信用倍率

（12/22：倍）

4704 東証プライム トレンド 8,430.0 222,700 336,200 0.66 291,900 113,000 2.58

2914 東証プライム ＪＴ 3,785.0 6,991,000 1,224,100 5.71 7,383,000 488,200 15.12

9663 東証プライム ナガワ 7,690.0 6,600 137,200 0.05 9,000 81,800 0.11

8278 東証プライム フジ 1,909.0 59,800 896,500 0.07 54,800 357,000 0.15

2931 東証プライム ユーグレナ 698.0 2,712,600 2,032,800 1.33 2,483,300 871,000 2.85

7342 東証グロース ウェルスナビ 1,730.0 1,918,200 1,000,900 1.92 2,297,300 588,200 3.91

8200 東証プライム リンガハット 2,429.0 67,800 571,000 0.12 68,200 282,800 0.24

6758 東証プライム ソニーＧ 14,575.0 1,031,700 388,500 2.66 1,333,600 280,900 4.75

3387 東証プライム クリレスＨＤ 1,147.0 401,600 1,762,200 0.23 419,300 1,239,400 0.34

7974 東証プライム 任天堂 8,125.0 2,014,100 1,272,600 1.58 2,108,300 956,500 2.20

6981 東証プライム 村田製 2,978.5 1,897,100 579,600 3.27 1,944,100 429,900 4.52

7616 東証プライム コロワイド 2,370.5 219,400 1,395,300 0.16 239,400 1,096,400 0.22

4816 東証スタンダード 東映アニメ 18,940.0 21,300 143,800 0.15 27,000 132,900 0.20

4055 東証グロース ティアンドエス 2,757.0 888,700 469,200 1.89 916,100 366,900 2.50

2212 東証プライム 山崎パン 3,462.0 155,500 514,300 0.30 222,400 593,700 0.37

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 

Market Data 

年末にかけては相場上昇のなかで利益確定の動き 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：米大統領選とドルの行方 

トランプ前米大統領が返り咲きに向け、重大な岐路に立たさ

れています。次期大統領選の出馬資格をめぐり、複数の州で

訴訟が提起されているためです。今後の司法判断によっては

政治情勢への影響も避けられず、ドルの行方は読み切れなく

なってきました。 

 

 トランプ氏は今年11月の大統領選で共和党の最有力候補

とみられ、今後同党の予備選に進む方針。しかし、コロラド州

最高裁は昨年 12 月、3 年前の連邦議会襲撃事件に同氏が主

導的な役割を果たしたとし、国家への反乱や暴動に関与した

者は「国または州の官職に就けない」との規定によりその資

格を認めない判決を下しました。それを受け、米連邦最高裁

は 1 月5 日、是非を審理する方針を決めました。 

 

 トランプ氏の立候補については、コロラド州に続きメイン州

も同様の判決でした。両州を含め 20 州で同氏に出馬資格を認

めるかどうかについて係争中ですが、ミシガン、ミネソタ両州

では認められています。共和党の予備選は 1 月 15 日のアイ

オワ州を皮切りにスタートの予定。連邦最高裁は多くの州で指

名候補を決める3月のスーパーチューズデー前に司法判断を

下すとみられ、他州への影響も注目されます。 

 

 バイデン米大統領は3年前の議事堂襲撃事件に合わせ演

説し、民主主義の防衛と保護、維持に務めると強調しました。

ただ、世論調査によると、バイデン大統領の昨年 12 月時点で

の支持率は 34％と過去最低水準に落ち込み、4 年前のトラン

プ氏の 41％を下回りました。昨年 1 年間で銃乱射事件が 600

件超と社会不安が強まったほか、インフレ高進で経済政策の

失点が大きく響いています。 

 

 共和党内ではヘイリー元国連大使やデサンティス・マイア

ミ州知事が指名候補争いに参戦。反トランプの有権者も依然と

して多い半面、同氏は今なお熱烈な支持者に支えられてお

り、党内での影響力は衰えていないようです。仮にトランプ氏

の出馬資格が失われた場合、米国社会の分断が一層激化す

る状況が予想されます。専門家は大統領選に向け、内戦や暴

動に発展しかねないとの見方を示しています。 

 

 その際、ドルはどのような値動きになるでしょうか。昨年

10 月にハマス・イスラエル紛争が勃発した時に安全資産の象

徴だった米国債が選好されず、「悪い金利高」でドル高に振れ

ました。その後、ムーディーズは米国債の格付け見通しを「安

定的」から「ネガティブ」に引き下げました。政治の二極化によ

り、財政政策が行き詰まるリスクがあると指摘し、金利高・ドル

高を後押ししました。 

 

 しかし、南北戦争以来の「有事」に、ドル買いが優勢になる

との想定は困難です。ドルは上昇後に急落するシナリオも考

える必要がありそうです。 

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

 

連載コラム 
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経済カレンダー 

1月15日～1月20日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

1月15日 月 08:50 マネーストック(12月)

10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存5-10年、残存10-25年)(日本銀行)

10:20 中・1年物中期貸出ファシリティ金利

15:00 工作機械受注(12月)

15:30 印・卸売物価指数(12月)

18:00 独・GDP(2023年)

19:00 欧・ユーロ圏鉱工業生産指数(11月)

19:00 欧・ユーロ圏貿易収支(11月)

27:00 ブ・貿易収支(先週)

中・資金調達総額(12月、15日までに)

中・マネーサプライ(12月、15日までに)

中・元建て新規貸出残高(12月、15日までに)

印・輸出(12月)

印・輸入(12月)

印・貿易収支(12月)

米・株式市場は祝日のため休場(キング牧師生誕記念日)

1月16日 火 08:50 国内企業物価指数(12月)

16:00 独・CPI(12月)

16:00 英・失業率(12月)

19:00 独・ZEW期待指数(1月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

21:00 ブ・IBGEサービス部門売上高(11月)

22:30 加・消費者物価指数(12月)

22:30 米・ニューヨーク連銀製造業景気指数(1月)

米・ウォラー連邦準備制度理事会(FRB)理事が講演

欧・欧州連合(欧)財務相理事会

英・10年インフレ連動債入札

独・5年債入札

1月17日 水 10:30 中・新築住宅価格(12月)

11:00 中・GDP(10-12月)

11:00 中・鉱工業生産指数(12月)

11:00 中・小売売上高(12月)

11:00 中・固定資産投資(都市部)(12月)

11:00 中・不動産投資(12月)

11:00 中・住宅販売(12月)

11:00 中・調査失業率(12月)

13:30 「生活意識に関するアンケート調査」(第96回)の結果(日本銀行)

16:00 英・消費者物価コア指数(12月)

16:00 英・生産者物価産出指数(12月)

19:00 欧・ユーロ圏CPI(12月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IGP-10)(1月)

21:00 ブ・小売売上高(11月)

22:30 米・輸入物価指数(12月)

22:30 米・小売売上高(12月)

23:15 米・鉱工業生産指数(12月)

23:15 米・設備稼働率(12月)

24:00 米・NAHB住宅市場指数(1月)

24:00 米・企業在庫(11月)

米・地区連銀経済報告(ベージュブック)公表

米・ニューヨーク連銀総裁が講演

石油輸出国機構(OPEC)月報

米・20年債入札

独・30年債入札

英・10年債入札
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1月15日～1月20日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

1月18日 木 08:50 コア機械受注(11月)

08:50 対外・対内証券投資(先週)

09:30 豪・失業率(12月)

10:00 中・SWIFTグローバル支払い元建て(12月)

13:30 設備稼働率(11月)

13:30 鉱工業生産(11月)

16:00 欧・ユーロ圏新車販売台数(12月)

18:00 欧・ユーロ圏経常収支(11月)

21:00 ブ・経済活動(11月)

22:30 米・住宅着工件数(12月)

22:30 米・住宅建設許可件数(12月)

22:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

22:30 米・フィラデルフィア連銀製造業景況指数(1月)

米・アトランタ連銀総裁が2カ所で講演

米・大統領選共和党候補の討論会

欧・ECB議事要旨(12月会合分)

欧・ラガルドECB総裁がWEFのセッションに参加

米・10年インフレ連動債入札

決算発表 TSMC

1月19日 金 08:30 消費者物価コア指数(12月)

10:10 国債買い入れオペ(残存1ー3年、残存3ー5年、残存5-10年、残存25年超)(日本銀行)

13:30 第3次産業活動指数(11月)

16:00 英・小売売上高指数(12月)

22:30 加・小売売上高(11月)

24:00 米・ミシガン大学消費者信頼感指数速報(1月)

24:00 米・中古住宅販売件数(12月)

30:00 米・対米証券投資収支(ネット長期TICフロー)(11月)

米・サンフランシスコ連銀総裁が座談会に参加

米・つなぎ予算一部失効期限

欧・ラガルドECB総裁とゲオルギエバ国際通貨基金(IMF)専務理事がWEFのセッションに参加

1月20日 土 ソニーGとインドのジー合併計画の取引完了期限
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■(欧)11 月ユーロ圏鉱工業生産  

15 日（月）午後7 時発表予定 

 

（10 月実績は前月比－0.7％） 10 月は機械などの資本財が低迷。ユーロ圏経済の停滞を示唆する内容となった。11 月につい

ては資本財と中間材の生産がやや持ち直す可能性があるものの、経済活動はやや停滞しており、低い伸びにとどまる見込み。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(中)10-12 月期国内総生産 

17 日（水）午前11 時発表予定 

 

（予想は、前年比＋5.2％） 参考となる7-9月期実績は前年比＋4.9％。9月の鉱工業生産は前年比＋4.5％、 9月の小売売上

高は前年比＋5.5％。10-12月期については個人消費の大幅な伸びは期待できないが、鉱工業生産は穏当な伸びを維持しており、

成長率は7-9月期の実績を上回る可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(米)12 月小売売上高 

17 日（水）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、前月比＋0.4％） 参考となる11月実績は前月比＋0.3％。フードサービスの伸びが寄与した。12月については無店

舗小売りの売上高は順調だったようだが、高額商品の売上高はやや低調だったことから、全体的には小幅な伸びにとどまる可能

性がある。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■(日)12 月全国消費者物価コア指数 

19 日（金）午前8 時30 分発表予定 

 

（予想は、前年比＋2.3％） 参考となる11月実績は前年比＋2.5％。食料品の価格転嫁が一服し、伸び率は鈍化。12月につい

てもこの状況は変わらず。エネルギー価格の上昇もやや抑制されており、12月のコアインフレ率は11月実績を下回る可能性が

ある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻 日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

1月15日 1401 エムビーエス グロース - 1月18日 6634 ネクスＧ スタンダード -

1月15日 1887 日本国土 プライム - 1月18日 7083 ＡＨＣＧ グロース -

1月15日 2338 クオンタムＳ スタンダード - 1月19日 2411 ゲンダイＡＧ スタンダード 15:00

1月15日 2404 鉄人化 スタンダード - 1月19日 4929 アジュバンＨ スタンダード 15:00

1月15日 2484 出前館 スタンダード - 1月19日 5341 ＡＳＡＨＩＥＩＴ スタンダード -

1月15日 2722 ＩＫＨＤ スタンダード 15:30 1月19日 5423 東製鉄 プライム 15:00

1月15日 2884 ヨシムラフード プライム - 1月19日 7501 ティムコ スタンダード -

1月15日 2936 ベースフード グロース - 1月19日 8617 光世証 スタンダード 14:00

1月15日 3021 ＰＣＮＥＴ スタンダード - 1月19日 9466 アイドマＭＣ スタンダード -

1月15日 3094 スーパーＶ スタンダード -

1月15日 3168 黒谷 スタンダード 15:00

1月15日 3189 ＡＮＡＰ スタンダード -

1月15日 3266 ファンドクリＧ スタンダード -

1月15日 3440 日創プロ スタンダード -

1月15日 3479 ＴＫＰ グロース -

1月15日 3547 串ｶﾂ田中 スタンダード -

1月15日 3548 バロック プライム -

1月15日 3558 ジェイドＧ グロース -

1月15日 3678 メディアドゥ プライム -

1月15日 3760 ケイブ スタンダード -

1月15日 3810 サイバーＳ スタンダード -

1月15日 3823 ＷＨＹＨＯＷＤＯ スタンダード -

1月15日 3826 システムインテ スタンダード -

1月15日 3915 テラスカイ プライム -

1月15日 4176 ココナラ グロース -

1月15日 4197 アスマーク スタンダード -

1月15日 4199 ワンプラ グロース -

1月15日 4270 ＢｅｅＸ グロース -

1月15日 4361 川口化 スタンダード -

1月15日 4433 ヒトコムＨＤ プライム 15:00

1月15日 4891 ティムス グロース -

1月15日 5018 ＭＯＲＥＳＣＯ スタンダード -

1月15日 5025 マーキュリーＲＩ グロース -

1月15日 5246 ＥＬＥＭＥＮＴＳ グロース -

1月15日 5575 Ｇｌｏｂｅｅ グロース -

1月15日 5595 ＱＰＳ研究 グロース -

1月15日 5817 ＪＭＡＣＳ スタンダード -

1月15日 6047 Ｇｕｎｏｓｙ プライム -

1月15日 6150 タケダ機 スタンダード -

1月15日 6173 アクアライン グロース -

1月15日 6567 ＳＥＲＩＯＨＤ グロース -

1月15日 6814 古野電 プライム -

1月15日 7074 ２４７ グロース -

1月15日 7077 ＡＬｉＮＫ グロース -

1月15日 7388 ＦＰパートナー プライム 15:00

1月15日 7420 佐鳥電機 プライム -

1月15日 7610 テイツー スタンダード -

1月15日 7808 ＣＳランバー スタンダード -

1月15日 7811 中本パクス スタンダード -

1月15日 7879 ノダ スタンダード -

1月15日 7997 くろ工 スタンダード -

1月15日 9238 バリューＣ グロース -

1月15日 9326 関通 グロース -

1月15日 9602 東宝 プライム -

1月15日 9717 ジャステック プライム -

1月15日 9972 アルテック スタンダード -

1月15日 9979 大庄 スタンダード -

1月16日 3593 ホギメディ プライム 15:00

1月18日 3091 ブロンコＢ プライム 15:00

1月18日 6217 津田駒 スタンダード -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 

Market Data 
 

決算カレンダー 
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

1月9日 ゴールドマン 6645 オムロン 中立→買い格上げ 6000→8000

8830 住友不動産 中立→買い格上げ 3900→4600

モルガン 2337 いちご OVERWEIGHT新規 400

4681 リゾートトラスト OVERWEIGHT新規 3200

大和 4324 電通グループ 2新規 4750

1月10日 ＳＭＢＣ日興 8035 東京エレクトロン 3→2格上げ 15000→25000

ゴールドマン 6971 京セラ 中立→買い格上げ 2150→2600

モルガン 9025 鴻池運輸 OVERWEIGHT新規 2500

野村 8630 SOMPOHD NEUTRAL→BUY格上げ 6700→8400

1月11日 ゴールドマン 5032 ＡＮＹＣＯＬＯＲ 買い新規 4700

東海東京 9433 ＫＤＤＩ NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 4380→5400

1月12日 ＪＰモルガン 3436 ＳＵＭＣＯ NEUTRAL→OVERWEIGHT格上げ 2100→3000

ゴールドマン 7272 ヤマハ発動機 中立→買い格上げ 1433→1600

みずほ 4554 富士製薬工業 買い新規 2200

4886 あすか製薬HD 買い新規 2350

モルガン 1911 住友林業 OVERWEIGHT新規 5000

2491 Ｖコマース OVERWEIGHT新規 2100

4071 ＰＡコンサル OVERWEIGHT新規 3450

4477 ＢＡＳＥ OVERWEIGHT新規 380

野村 3626 TIS BUY新規 4000

8056 ＢＩＰＲＯＧＹ BUY新規 5200

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 

格上げ・買い推奨 
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本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 551 Weekly 
2024 01 15 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

1月9日 ゴールドマン 6471 日本精工 買い→中立格下げ 1050→830

モルガン 3254 プレサンス UNDERWEIGHT新規 1600

8905 イオンモール UNDERWEIGHT新規 1700

大和 8227 しまむら 1→2格下げ 15000→17600

1月10日 いちよし 3549 クスリのアオキ A→B格下げ 3833→3800

モルガン 9090 ＡＺ－ＣＯＭ丸和 UNDERWEIGHT新規 1400

1月11日 ＳＭＢＣ日興 8252 丸井グループ 1→2格下げ 2700→2600

いちよし 3141 ウエルシアHD A→B格下げ 3700→3000

ゴールドマン 5384 フジミインコ 買い→中立格下げ 3400→3200

シティ 6301 コマツ 1→2格下げ 4400→4000

モルガン 9024 西武HD EQUALWEIGHT→UNDERWEIGHT格下げ 1800

大和 6235 オプトラン 2→3格下げ 2800→1900

1月12日 いちよし 7581 サイゼリヤ A→B格下げ 6500

ゴールドマン 3116 トヨタ紡織 買い→中立格下げ 3000→2600

モルガン 3291 飯田ＧＨＤ UNDERWEIGHT新規 1750

4293 セプテーニHD UNDERWEIGHT新規 400

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

1月第1週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で1308億円と売り越しに転じた。225先物とTOPIX先物は売り

越しに転じ、現物は買い越しに転じた。個人投資家は総合で593億円と売り越しを継続した。 

そのほか、投信は635億円と買い越しを継続し、都地銀は274億円と買い越しに転じた。生・損保は216億円と売り越しを継続

し、事法は523億円と買い越しに転じ、信託は331億円と買い越しを継続した。 

なお、自己は現物で売り越しに転じ、TOPIX 先物は買い越しに転じ、225 先物は買い越しを継続、総合で 402 億円と買い越しに

転じた。この週の裁定残は前週末比251.16 億円減（売り越し）とネットベースで1兆2069.98 億円の買い越しとなった（買い越

し幅減少）。週間の騰落率は日経平均で0.26％の下落だった。 

1 月第 1 週：外国人投資家は総合で売り越しに転じる 

投資主体別売買動向



 

株式会社フィスコ 9 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 551 Weekly 
2024 01 15 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/09/25 818 5,632 ▲575 ▲1,398 ▲193 ▲89 ▲76 ▲3,687

23/10/02 ▲10,986 3,855 5,415 697 1,670 ▲45 ▲376 ▲576

23/10/09 ▲3,205 ▲1,728 4,750 480 739 ▲46 ▲114 ▲590

23/10/16 ▲3,068 3,070 ▲636 620 1,433 ▲51 ▲163 ▲1,326

23/10/23 ▲4,130 1,267 766 13 1,092 ▲37 ▲276 900

23/10/30 1,369 ▲3,739 393 102 483 ▲199 ▲207 2,185

23/11/06 2,634 ▲2,350 693 ▲449 957 ▲123 ▲545 ▲558

23/11/13 2,780 ▲5,143 3,224 ▲832 1,063 ▲150 ▲360 ▲253

23/11/20 ▲2,515 ▲730 ▲108 ▲347 1,587 ▲155 ▲269 2,347

23/11/27 349 344 ▲3,625 1,361 1,450 74 ▲143 ▲75

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

23/12/11 ▲2,286 ▲3,287 2,529 138 2,866 2 ▲287 260

23/12/18 1,814 ▲2,010 558 ▲276 2,051 ▲89 ▲388 ▲2,047

23/12/25 5,337 ▲2,518 ▲2,263 254 ▲77 ▲90 ▲198 ▲902

24/01/04 ▲1,608 ▲551 1,592 43 611 ▲242 ▲56 62

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/09/25 ▲1,032 38 ▲9,340 2,547 ▲9 178 359 8,164

23/10/02 9,160 ▲59 ▲8,100 24 0 180 ▲340 ▲1,274

23/10/09 3,543 184 ▲3,573 ▲8 5 ▲14 321 ▲527

23/10/16 1,369 ▲437 316 ▲90 5 ▲26 ▲959 ▲199

23/10/23 2,858 131 ▲2,428 34 ▲5 8 ▲470 ▲103

23/10/30 ▲1,660 ▲256 1,200 463 ▲5 31 209 39

23/11/06 ▲2,237 210 1,540 196 1 2 497 ▲283

23/11/13 ▲2,090 194 2,100 183 6 ▲83 20 ▲351

23/11/20 1,570 ▲34 ▲3,100 ▲192 6 ▲9 10 1,769

23/11/27 900 78 ▲800 ▲230 ▲15 ▲218 53 390

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

23/12/11 690 292 ▲600 ▲180 6 19 94 ▲354

23/12/18 ▲920 23 ▲1,200 15 0 19 ▲3 2,116

23/12/25 ▲5,770 ▲118 3,900 98 ▲0 9 ▲196 2,065

24/01/04 1,150 ▲2 ▲1,000 ▲82 ▲6 26 20 34

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/09/25 1,264 58 ▲5,075 2,603 65 10 ▲203 1,424

23/10/02 1,100 800 ▲6,000 1,140 110 149 ▲941 1,320

23/10/09 ▲2,731 ▲1,724 6,158 ▲242 ▲200 ▲92 462 ▲127

23/10/16 283 985 ▲621 ▲154 153 ▲9 ▲463 ▲289

23/10/23 795 386 ▲3,818 117 16 100 ▲426 882

23/10/30 20 ▲800 ▲100 460 ▲18 5 633 ▲150

23/11/06 ▲1,539 ▲833 6,949 ▲3,008 ▲149 ▲104 ▲330 ▲964

23/11/13 ▲1,420 200 3,600 ▲2,130 ▲88 ▲169 904 ▲750

23/11/20 1,290 390 ▲1,300 ▲188 17 ▲112 125 ▲335

23/11/27 ▲1,590 ▲70 1,200 ▲56 24 10 536 ▲36

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

23/12/11 680 ▲600 ▲1,700 1,180 ▲69 0 752 ▲180

23/12/18 ▲920 660 500 ▲890 37 2 380 ▲100

23/12/25 80 ▲60 200 ▲110 ▲26 0 ▲101 47

24/01/04 860 ▲40 ▲1,900 674 ▲82 0 310 235

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

1/12終値

(円)

SOLIZE 5871 スタンダード 2/7 - 995,200 0 - - 大和 -

事業内容：

Veritas In Silico 130A グロース 2/8 - 800,000 0 - - みずほ -

事業内容：

エンジニアの派遣・請負による設計支援、3Dプリンターによる試作/最終製品の製作、および製品開発を革新するコンサルティング

mRNAを標的とする低分子創薬および核酸創薬のプラットフォーム事業

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 

結果とスケジュール 
 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1821 三住建設 409 378.75 408.5 2229 カルビー 2971 2813.25 2875

2429 ワールドHD 2866 2713.25 2677 2503 キリンＨＤ 2152 2112.25 2106

2670 ＡＢＣマート 2578 2514.5 2273.5 3036 アルコニックス 1377 1359.75 1367.5

3696 セレス 1254 1121.25 1148 3762 テクマト 1736 1710.25 1669.5

3921 ネオジャパン 1048 1014.75 988.5 3922 ＰＲＴＩＭＥＳ 2113 1575.25 1969.5

4194 ビジョナル 9520 8050 8900 4527 ロート薬 3115 3005.75 2645.5

4549 栄研化 1788 1550.5 1769.5 4568 第一三共 4515 4464.5 4184.5

4674 クレスコ 1984 1955.5 1881 4680 ラウンドワン 612 582.25 570.5

4704 トレンド 8430 6925 7540 6140 旭ダイヤ 875 847.25 803.5

6151 日東工器 1931 1913.5 1807 6420 フクシマガリ 5260 5080 4570

6448 ブラザー 2356 2092.75 2285.5 6506 安川電 6071 6040.75 5422

6794 フォスター電 1064 1029.25 975.5 6804 ホシデン 1784 1730.25 1611

6850 チノー 2402 2287.5 2096.5 6861 キーエンス 66970 66430 59565

7313 ＴＳテック 1813 1782.5 1678.5 7595 アルゴグラフ 3885 3865 3810

7630 壱番屋 5870 5343.75 5062.5 7717 Ｖテク 2768 2647 2749.5

7752 リコー 1170 1156.5 1104.5 7888 三光合成 616 614.5 556

7925 前沢化成 1586 1538.25 1467.5 7943 ニチハ 2987 2945.5 2865

8113 ユニチャーム 5349 5309 4969.5 8200 リンガーハット 2429 2405 2273

8203 ＭｒＭａｘ 645 628 642 8276 平和堂 2208 2184 2112

8803 平和不 3905 3778.75 3832.5 9041 近鉄ＧＨＤ 4708 4701.25 4610

9202 ＡＮＡ 3182 3176.75 2961 9692 シーイーシー 1639 1604.5 1545

9697 カプコン 5462 5376.5 4781.5 9746 ＴＫＣ 3810 3752.5 3657.5

9757 船井総研 2687 2639.75 2579 9793 ダイセキ 4390 4062.5 4150
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コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

2372 アイロムＧ 2004 2039 2246 3176 三洋貿易 1224 1320.25 1228.5

4331 Ｔ＆Ｇニーズ 1200 1220 1490.5 4662 フォーカス 1011 1050 1019.5

4763 Ｃ＆Ｒ社 2007 2083.5 2240.5 7347 マーキュリアＨＤ 697 731 702

9386 日本コンセプト 1682 1786.25 1710

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒731-0123 広島市安佐南区古市3-1-2 ℡：082-225-7010 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11　 ℡：0848-23-8121 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401 萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084

本店営業部

竹 原 支 店

三 原 支 店

因 島 支 店

呉 支 店

府 中 支 店

尾 道 支 店

古市営業所

海田営業所

宇部市新天町2-3-3
ボスティビルド3階

岡山営業所

福 山 支 店

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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